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【背景】
・少子化
・部活動が教員の長時間勤務の大きな要因
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①市町村の方針

愛知県の現状～状況調査より～
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④休日の部活動の縮減（土日なし） ※R6.9月時点

令和５年度中 春日井市、東浦町

令和６年度中 半田市、飛島村、長久手市

令和７年度中 東海市、豊橋市、名古屋市、
美浜町、田原市、大府市、東郷町、
知多市、武豊町

令和８年度中 南知多町、豊田市、みよし市、
江南市、扶桑町、蒲郡市、安城市

愛知県の現状～状況調査より～
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地域スポーツクラブ活動体制整備事業
成果報告書 概要

令和
6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

地域スポーツクラブ活動等の概要

自治体の課題、現状 地域移行関連の取組、成果

運営体制図

愛知県春日井市

少子化にともない、各校での部活動の種目を存続するのは非常に困難と

なっている。そのため本市では令和５年10月より、休日の活動においてすべ

ての部活動を地域クラブ活動に移行した。運動系の活動も含め、令和５年

度は3,605人が参加しているため、コーディネーターの調整が必要不可欠と

なる。令和６年度は、学校枠を越えた活動に取り組んでいく。また、将来的

な受益者負担をふまえて適正な人数となるよう統合もすすめていく。本市周

辺との地域展開の違いもあり、コンクール・発表会参加の整備について時間

を有する。実証事業への取り組みが、以上の点の解決に近づくものと考える。

中学校数 16 校 全生徒数 8,303 人

域内の

部活動数
189部

実施した

地域クラブ数
147クラブ

全体の

指導者数
352 人

全体の

運営スタッフ数
０ 人

主な

運営団体
春日井市教育委員会

主な種目 ダンス、野球、陸上、ハンドボール、バスケットボール等

ダンスクラブの活動

平均的な

活動回数
２回/月 参加生徒数

３年：5人

２年：18人

１年：12人

参加会費 無料 主な活動場所
大手小学校

石尾台中学校

・総括コーディネーターによる指導員の配置

運動系352名（総計425名）の指導員を、クラブの運営状態を把握し

適切に配置した。

・新設でダンスクラブの設立

生徒のニーズに応じた活動を取り入れたことで、楽しく活動に参加できた。

アンケートから生徒のニーズに応じた活動は、保護者の期待の大きさがわかる。

・学校枠を越えて他校の活動へ参加可能

生徒の興味がある活動が自校になければ、近隣校の活動に参加できる。



地域スポーツクラブ活動体制整備事業
成果報告書 概要

令和
6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

地域スポーツクラブ活動等の概要

自治体の課題、現状 地域移行関連の取組、成果

運営体制図

愛知県知多郡東浦町

〇本クラブは、既存の学校部活動の運営方法を継承せず、教育委員会が
直轄運営し、地域の人材が指導者となって活動している。方針としては、活
動に親しむことを主目的としつつ、幅広く会員のニーズに応えるクラブを目指し
ている。そのために、会員（月額1,000円）になると、どのクラブにも自由に
参加できる仕組みとなっており、今年度最大会員数248名の内、約40名が
複数のクラブに参加するなど、マルチスポーツの機会としても活用されている。
〇競技力向上への趣向が強い会員に向けて、町内中学校と大会等の情
報共有の仕組みを構築したり、スポーツ協会と連携したりして、令和６年10
月から練習試合や交流会、大会参加などの活動を開始した。これまでにバ
スケットボール、サッカー、ハンドボール、バレーボール、剣道、卓球クラブで、
計20回の練習試合や交流会を実施し、柔道、剣道、卓球で計５回の大
会への参加を行った。

中学校数 ３ 校 全生徒数 1,426人

域内の

部活動数
27 部

実施した

地域クラブ数
１クラブ

全体の

指導者数
84 人

全体の

運営スタッフ数
4 人

主な

運営団体
教育委員会

主な種目
サッカー、バスケットボール、ハンドボール、柔道、剣道、卓球、バ

レーボール、軟式野球

平均的な

活動回数
３回/月

年間平均

参加生徒実数

３年：37人/８クラブ

２年：84人/８クラブ

１年：98人/８クラブ

参加会費 12,000円/年 主な活動場所 東浦中学校、北部中学校

令和５年度９月から町内３中学校長の決定として、休日の部活動を行わ
ない方針が示されたことを受け、本町では中学生が休日にスポーツ等に親し
む機会を捻出するため、町内在住の中学生なら誰でも入会できる「ひがしう
ら地域クラブ」を立ち上げた。スポーツクラブとしてはサッカー、バスケットボール、
ハンドボール、柔道、剣道、軟式野球、卓球、バレーボールの８クラブがある。
立ち上げ当初の地域クラブの方針は、大会等への参加は前提とせず、活動
に親しむことを主目的としていたが、町内３中学校より、令和７年９月以降
は夏の大会・コンクール以外に学校部活動として参加しない方針が示された。
よって、地域クラブとしても会員のニーズに幅広く応えるために、大会等への参
加など、活動範囲を拡大していくことが課題となっている。
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部活動改革に伴う学習指導要領解説の一部改訂について
（通知）
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「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する
実行会議」最終とりまとめ
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まとめ
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子供たちが生涯にわたって
豊かなスポーツ・文化芸術活動に

親しむ機会を

愛知県教育委員会

教育は

未来へつなぐ

希望の輪
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